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「（仮称）墨田区協治（ガバナンス）推進条例」の検討にあたり、 

参考となる他自治体の条例事例 （③基本理念） 
 
１．自治全般に関する条例の事例 

（１）ニセコ町まちづくり基本条例 

第 2 章 まちづくりの基本原則 
(情報共有の原則) 
第 2 条 まちづくりは、自らが考え行動するという自治の理念を実現するため、わたしたち町民が

まちづくりに関する情報を共有することを基本に進めなければならない。 
(情報への権利) 
第 3 条 わたしたち町民は、町の仕事について必要な情報の提供を受け、自ら取得する権利を有す

る。 
(説明責任) 
第 4 条 町は、町の仕事の企画立案、実施及び評価のそれぞれの過程において、その経過、内容、

効果及び手続を町民に明らかにし、分かりやすく説明する責務を有する。 
(参加原則) 
第 5 条 町は、町の仕事の企画立案、実施及び評価のそれぞれの過程において、町民の参加を保障

する。 
 
（２）杉並区自治基本条例 

第 2 章 基本理念 
第 3 条 区民等及び区は、一人ひとりの人権が尊重され、人と自然と都市の活力が調和した住みよ

いまち杉並を、協働により創っていくことを目指すものとする。 
２ 前項の目的を達成するために、区民等及び区は、区政に関する情報を共有し、主権者である区

民が、自らの判断と責任の下に、区政に参画することができる住民自治の実現を目指すものとする。 
 
（３）多摩市自治基本条例 

第２章 基本原則 
第１節 基本原則 
（基本原則） 
第４条 私たちのまちの自治は、市民の意思に基づき、次の各号に掲げる基本原則によって推進さ

れなければなりません。 
(１) 性別年齢などにかかわらず、市民一人ひとりの人権が保障され、その個性及び能力が十分に

発揮されること。 
(２) 市民、市議会及び市の執行機関がまちづくりに関する互いの情報を共有すること。 
(３) 市民の自主的・自立的な参画が保障されること。 
 
（４）大和市自治基本条例 

第 2 章 自治の基本原則 
(参加及び協働の原則) 
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第 4 条 市民、市議会及び執行機関は、自治を推進するため、それぞれの責務に基づいて参加し、

協働することを原則とする。 
(情報共有の原則) 
第 5 条 市民、市議会及び執行機関は、情報を共有することを原則とする。 
(法令の自主解釈) 
第 6 条 市は、地方自治の本旨及び自治の基本理念にのっとり、自主的に法令の解釈及び運用を行

うことを原則とする。 
(財政自治の原則) 
第 7 条 市は、自立した自治体運営を行うため、自らの判断と責任において、財源を確保し、使途

を決定する財政自治を原則とする。 
(対等及び協力の原則) 
第 8 条 市は、自らの判断と責任において、国及び神奈川県と対等の立場で、協力することを原則

とする。 
 
（５）「文の京」自治基本条例 

第 2 章 自治の理念と基本原則 
第 1 節 自治の理念 
（協働・協治） 
第 3 条 各主体は、協働・協治の考え方に基づき、相互に理解を深め、それぞれの果たすべき役割

と責任を分担し、助け合いながら自主的・自律的に活動を行う。 
第二節 基本原則 
（参画と協力） 
第 4 条 各主体は、地域の課題を解決するための活動に積極的に参画するとともに、自主的に調整

し、協力し合い、連携を図る。 
（情報共有） 
第 5 条 各主体は、個人情報の保護に配慮しつつ、それぞれが保有する地域の課題及び地域の課題

を解決するための活動に関する情報の共有を図る。 
（対等な立場の尊重） 
第 6 条 各主体は、豊かな地域社会の実現に当たり、相互理解を深め、信頼関係を築き、対等な立

場を尊重し、地域の課題を解決するための活動を担う。 
（自己決定・自己責任） 
第 7 条 各主体は、自ら決定し、自らの責任において活動する。 
 
（６）足立区自治基本条例 

第 2 章 自治の基本理念 
(自治の基本理念) 
第 5 条 区民及び区は、一人ひとりの人権が尊重され、いきいきと安心して心豊かに暮らせる活力

ある足立を、協働して築くことを目指すものとする。 
第 3 章 区政運営の基本原則 
(区政運営の基本原則) 
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第 6 条 区は、基本理念を実現するために、次に掲げる基本原則に基づいて区政を運営しなければ

ならない。 
(1) 区は、区民の自主性を尊重するとともに、公共的課題を解決するため、責務と役割を区民と分

担しながら、協働して区政を運営するものとする。 
(2) 区は、区政に関する情報を区民と共有するものとする。 
(3) 区は、区民が区政運営に積極的に参画し、協働できるように努めるものとする。 
(4) 区は、前 3 号の原則を踏まえ、総合的、計画的かつ効率的な区政運営に努めるものとする。 

 
（７）川崎市自治基本条例 

(基本理念) 
第 4 条 市民及び市は、次に掲げることを基本理念として市民自治の確立を目指します。 
(1) 市民は、地域社会の課題を自ら解決していくことを基本として、その総意によって市を設立し、

地域社会における自治の一部を信託していること。 
(2) 市民は、その信託に基づく市政に自ら主体的にかかわることにより、個人の尊厳と自由が尊重

され、市民の福祉が実現される地域社会の創造を目指すこと。 
(3) 市は、国及び神奈川県と対等な立場で相互協力の関係に基づいた自律的運営を図り、自治体と

しての自立を確保すること。 
(自治運営の基本原則) 
第 5 条 市民及び市は、次に掲げる原則に基づき、自治運営を行います。 
(1) 情報共有の原則 市政に関する情報を共有すること。 
(2) 参加の原則 市民の参加の下で市政が行われること。 
(3) 協働の原則 暮らしやすい地域社会の実現に寄与するよう協働を行うこと。 
2 市は、参加又は協働による自治運営に当たっては、参加又は協働をしないことによって、市民

が特別の不利益を受けることのないようにします。 
 
（８）中野区自治基本条例 

(自治の基本原則) 
第2条 区民は、自らの意思と合意に基づき、共通する幸福と豊かさを追求するために自治を営む。 
2 区民は、区政への参加及び監視により、より良い区政の実現を目指す。 
3 区は、区民の自治の営みを基本に区政を運営しなければならない。 
4 区は、区民と区との十分な情報共有を基に、区民に区政への参加の機会を保障しなければなら

ない。 
5 公益のために活動する区民の団体と区とは、その共通する目的を達成するため、協力し合う。 
 
（９）三鷹市自治基本条例 

規定なし 
 
（１０）豊島区自治の推進に関する基本条例 

(基本理念) 

第 3条 区民及び区は、次に掲げることを自治の基本理念とする。 

(1) 身近な地域の課題について、住民自らが主体的に取り組むことを自治の起点とし、多様な区
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民及び事業者等が協働してまちづくりを行うこと。 

(2) 区は、区民、事業者等及び関係機関と連携し、自らの判断と責任の下に、自主的かつ自立し

た区政運営の確立を図ること。 

(基本原則) 

第 4 条 区民及び区は、前条の基本理念を実現するため、次に掲げる原則を自治の基本原則とし、

それぞれ次に定めることを内容とするものとする。 

(1) 情報共有の原則 区民及び区が、相互に情報を提供し、共有すること。 

(2) 参加の原則 区民の参加は、責任ある主体的な意思に基づくものであること。 

(3) 協働の原則 地域社会にかかわる多様な主体が、それぞれの役割分担及び対等な協力関係に

基づき、共通の目的を実現するために連携し、ともに活動すること。 

(4) 多様性尊重の原則 年齢、性別、国籍、心身の状況、社会的・経済的状況等の違いに配慮す

るとともに、多様な区民の個性を尊重すること。 
 

２．参加及び協働に関する条例の事例 

規定なし 


